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日
本
に
お
け
る
元
号
の
は
じ
ま
り
は
飛
鳥
時

代
の
中
頃
、
皇
極
四（
６
４
５
）年
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
年
に
は
歴
史
的
な
大
事
件
で
あ

る
乙い
っ
し巳

の
変へ
ん

が
起
き
、
皇
極
天
皇
が
譲
位
し
て

孝
徳
天
皇
が
即
位
し
ま
す
。
こ
の
と
き
、
日
本

で
は
じ
め
て
建
元
が
行
わ
れ
、
そ
の
と
き
の
元

号
が
「
大た
い
か化
」
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
化

年
間
に
は
改
新
の
詔
が
発
せ
ら
れ
、
都
が
一
時

飛
鳥
か
ら
難
波
に
遷
る
と
い
う
日
本
が
大
き
く

動
い
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
「
大
化
」
も
６
年
で
改
元
さ
れ
、
新
た
な
元

号
は
「
白は
く
ち雉
」
と
な
り
ま
し
た
。
長
門
国
で
珍

し
い
白
い
雉き
じ

が
発
見
・
献
上
さ
れ
た
と
い
う
祥
し
ょ
う

瑞ず
い

に
よ
る
改
元
で
し
た
。
白
雉
は
白は
く
ほ
う鳳
の
別
称

や
美
称
と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
白
雉
も
孝

徳
天
皇
崩
御
に
よ
り
５
年
で
終
え
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
後
、
天
武
天
皇
の
時
代
に
な
っ
て

ま
た
元
号
が
復
活
し
ま
す
。「
朱
し
ゅ
ち
ょ
う鳥
」
の
は
じ
ま

り
で
す
。
し
か
し
そ
の
朱
鳥
も
１
年
で
終
わ
り
、

再
度
、
元
号
は
中
断
し
ま
す
。
そ
の
後
、
文
武

天
皇
の
時
代
に
な
っ
て
律
令
国
家
の
完
成
が
宣

言
さ
れ
ま
す
。
15
年
の
空
白
を
経
て
よ
う
や
く

新
た
な
元
号
「
大た
い
ほ
う宝
」

が
発
表
さ
れ
新
た
な
時

代
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

こ
れ
以
後
、
改
元
は
中

断
さ
れ
る
こ
と
な
く
平

成
ま
で
続
い
て
ゆ
き
ま

す
。
そ
の
平
成
も
終
わ

り
を
告
げ
い
よ
い
よ
新

時
代
の
幕
開
け
で
す
。

（
明
日
香
村
文
化
財
課　

長
谷
川　

透
）

　
　
元げ

ん
ご
う号
の
は
じ
ま
り
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日本人の心のふるさと　〜その保存と未来のために〜

春耕の季
とき

（稲渕）

猛暑（飛鳥寺） 写真／加藤秀行

皆み
な
ひ
と人
を　

寝

※
　
　

よ
と
の
鐘
は　

打
つ
な
れ
ど　

　
　
　
　

君
を
し
思も

え
ば　

寝い

ね
が
て
ぬ
か
も

　�

す
べ
て
の
人
々
に
「
寝
な
さ
い
」
と
合
図

の
鐘
が
鳴
っ
て
い
ま
す
。

　�

で
も
、
あ
な
た
の
事
を
思
う
と
、
恋
し
く

て
夜
も
寝
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
よ
。

笠
女
郎
（
巻
四
―
六
〇
七
）

か
さ
の
い
ら
つ
め

※�

寝
よ
と
の
鐘
・・・
当
時
は
水
時
計
を
使
っ
て
、

寝
る
時
刻
を
「
亥い

の
刻
」（
夜
の
一
〇
時
）
と

定
め
、
鐘
を
３
回
鳴
ら
し
て
就
寝
の
合
図
を

し
て
い
ま
し
た
。

　
笠
女
郎
が
大
伴
家
持
に
贈
っ
た
恋
歌
で
す
。

彼
女
は
万
葉
集
に
二
十
九
首
の
歌
を
残
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
全
て
が
家
持
に
捧
げ
ら
れ

た
歌
な
の
で
す
。

　
ち
な
み
に
、家
持
か
ら
贈
ら
れ
た
歌
は
た
っ

た
の
二
首
・
・
・
。

　
名
門
、
大
伴
家
の
御
曹
司
家
持
を
取
り
巻

く
女
性
は
多
く
、
モ
テ
モ
テ
で
ラ
イ
バ
ル
だ

ら
け
。
結
果
、家
持
は
従い
と
こ妹

の
大
嬢
と
結
婚
し
、

笠
女
郎
は
失
恋
を
し
ま
す
。

　
恋
の
甘
さ
苦
し
さ
と
い
う
の
は
、一
二
〇
〇

年
以
上
た
っ
た
今
で
も
風
化
せ
ず
、
胸
に
切

な
く
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

お
お
い
ら
つ
め

み
こ
と
の
り

※ 

２
月
1
日
現
在
の
情
報
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ

る
際
は
必
ず
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

 
 

お
問
合
せ
先

●
飛
鳥
観
光
協
会　
　
　
　

☎
０
７
４
４（
54
）３
２
４
０

● 

あ
す
か
塾
の
お
問
い
合
せ
は
「
飛
鳥
の
宿　

祝
戸
荘
」

ま
で　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
７
４
４（
54
）３
５
５
１

●
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
・
飛
鳥
学
講
演
会
の
お
問
い
合
わ
せ
は

　
古
都
飛
鳥
保
存
財
団
ま
で　
☎
０
７
４
４（
54
）３
３
３
８

３
月
下
旬
～

４
月
上
旬

楽

石
舞
台
古
墳

桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

４
月

7
日

楽

盟
神
探
湯
神
事

【
甘
樫
坐
神
社
】

8
日

楽

飛
鳥
寺　
花
会
式

20
日

学

第
２
９
１
回
あ
す
か
塾

27
日

楽

飛
鳥
周
遊
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

中
旬
～

5
月
初
旬

楽

岡
寺　
石
楠
花
ま
つ
り

５
月

31
日
ま
で

楽

い
ち
ご
狩
り（
事
前
申
込
必
要
）

☎
０
７
４
４（
54
）１
１
１
５

3
～
5
日

楽

里
山
あ
そ
び
広
場

２
０
１
９
春

11
日

学

第
２
９
２
回
あ
す
か
塾

６
月
８
日

学

第
２
９
３
回
あ
す
か
塾

８
月
４
日

学

飛
鳥
学
講
演
会（
東
京
）

（
事
前
申
込
必
要
）

９
月
中
旬
頃

楽

彼
岸
花
祭
り
、

飛
鳥
光
の
回
廊

楽

飛
鳥
周
遊
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

２
０
１
９
年
（
３
月
～
９
月
）

イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

古き
もの
・

明日の
もの

2019年
春から
夏へ
No.８
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私たちは
古都飛鳥保存財団の活動を

応援しています　

　
皆
さ
ん
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
利

用
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
か
？
観
光

に
来
て
「
た
だ
見
て
回
っ
て
い
る
だ
け
で

は
勿
体
な
い
」
と
今
、
ご
当
地
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
人
気
だ
。

　
奈
良
県
に
31
団
体
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
中
で
、
３
本
の
指
に
入
る
で
あ

ろ
う
誉
れ
高
き
集
団
が
、
こ
こ
明
日
香
で

活
動
す
る
50
代
～
80
代
の
男
女
66
名
だ
。

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
載
っ
て
い
な
い
穴

場
や
地
図
の
上
で
は
遠
い
…
と
思
っ
て
い

た
道み
ち
の
り程
が
、
ガ
イ
ド
の
み
ぞ
知
る
裏
道
と

楽
し
い
会
話
で
「
こ
ん
な
に
も
近
か
っ
た

な
ん
て
…
」
と
大
好
評
。

　
県
外
研
修
を
は
じ
め
、
学
習
会
、
会
員

相
互
の
情
報
交
換
、
マ
ナ
ー
研
修
と
質
の

　

明
日
香
村
の
魅
力
を

五
感
（
観
・
感
・
泊
・
食
・

買
）
で
体
感
し
て
も
ら

お
う
と
、
去
年
９
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
「
道
の

駅　

飛
鳥
」
は
鉄
道
駅

前
に
設
置
さ
れ
る
の
も
、

既
存
の
施
設
を
活
用
し

て
い
る
の
も
県
内
で
は

初
め
て
の
道
の
駅
だ
。

　

今
回
は
「
飛
鳥
び
と
の
館
」
を
紹
介
。

　

入
っ
て
す
ぐ
目
に
付
く
の
が
正
面
の
大
き
な

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
棚
だ
。
明
日
香
の
み
な

ら
ず
橿
原
・
吉
野
等
近
隣
地
域
の
パ
ン
フ
も
入

手
で
き
る
の
で
情
報
を
得
る
の
に
便
利
。
ま
た
、

床
や
壁
面
に
は
地
域
の
航
空
写
真
が
展
示
さ
れ
、

店
内
は
明
る
い
色
調
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。

　

物
販
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
こ
こ
で
し
か
入
手
で

き
な
い
村
内
生
産
の
お
菓
子
や
加
工
品
、
専
門

書
や
手
工
芸
品
が
充
実
し
て
い
る
の
で
是
非
、

思
い
出
の
一
品
を
。

　

カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
常
駐
ス
タ
ッ
フ
が
観
光
案

内
を
す
る
ほ
か
、
手
荷
物
預
り
（
３
０
０
円
）

も
あ
る
の
で
、
手
ぶ
ら
で
明
日
香
散
策
も
OK
だ
。

　

駅
長
の
小
野
氏
は
「
電
車
で
も
車
で
も
来
て

い
た
だ
け
る
便
利
な
立
地
条
件
を
生
か
し
て
、

今
後
、地
元
の
人
と
観
光
客
が
交
流
で
き
る
『
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
』
や
『
手
仕
事
体
験
』
な
ど

の
駅
前
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き
た
い
」
と

語
る
。
何
で
も
揃
う
大
き
な
建
物
は
な
い
け
れ

ど
、
今
あ
る
も
の
を
最
大
限
生
か
し
た
明
日
香

ら
し
い
道
の
駅
が
こ
こ
に
あ
る
。

　

●
観
光
情
報
や
お
土
産
を
販
売
す
る
総
合
案
内
所

「
飛
鳥
び
と
の
館
」
●
農
林
産
物
、
加
工
品
等
の
直

売
所
「
あ
す
か
夢
販
売
所
」
そ
し
て
、
こ
の
度
新

設
さ
れ
た
●
24
時
間
対
応
の
「
ト
イ
レ
」
と
「
駐

車
場
」
で
構
成
さ
れ
る
。

　
こ
の
度
、
第
一
期
飛
鳥
応
援
大
使
、
町
田
実

さ
ん
と
の
ご
縁
で
、
恐
縮
な
が
ら
寄
稿
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
は
以
前
か
ら
キ
ト
ラ
古
墳
壁
画
・
高
松
塚

古
墳
壁
画
な
ど
に
関
心
が
あ
り
、
平
成
29
年
12

月
に
妻
と
明
日
香
村
を
訪
れ
る
こ
と
が
実
現
し

ま
し
た
。

　
訪
れ
て
最
初
の
疑
問
は
「
明
日
香
」
と
「
飛

鳥
」
の
ど
ち
ら
が
本
当
の
呼
称
な
の
か
？
で
し

た
。
そ
の
ナ
ゾ
は
村
の
方
に
聞
い
て
、
地
名
や

村
名
は
「
明
日
香
」、時
代
や
観
光
面
で
は
「
飛

鳥
」
を
使
う
と
解
り
納
得
！

　
ま
ず
、
蘇
我
馬
子
の
発
案
で
建
立
さ
れ
た
日
本

～飛鳥駅から一番近いうどん屋さん～
　「スープが絶品！」と評判の与左衛門のおススメは、夏でも
美味しい一人鍋の「ちゃんこうどん」（1,350円）と「昼ちゃんこ
鍋」（1,150円）だ。
　ここのスープは“ソ

・ ・ ・
ップ炊き”といって、イワシ・メジカ等

４種類の鰹と昆布で出汁を取り、鶏ガラで４時間煮込んだコ
ラーゲンたっぷりの醤

しょうゆ

油味。“ソップ”とはオランダ語でスー
プの事。
　又、鶏ガラが骨ばっていることから痩せている力士の事を指す。
　「相撲部屋直伝のこのスープはいくら炊いても濁らず、辛く
ならないのが自慢です」と店長の小東さん。
　ちゃんこ番の島田さんと２人で36年間、手抜きのないスープ
作りで味を守ってきた。
　今春からはコシが強いだけでなく、のど越しをなめらかにす
るために吉野の葛を練り込んだ「葛切りうどん」をメニューに
プラス。飛鳥駅前という好立地を生かして、昼食のみならず、
一品料理も充実しているので電車待ちの時間に「ちょっと一杯…」
なんて居酒屋的な利用もOKな便利な店だ。

高
い
ガ
イ
ド
を
目
指
し
て
い
る
。

　
「
学
習
会
で
は
歴
史
の
事
は
勿
論
、
地
元
に

伝
わ
る
昔
話
や
飽
き
さ
せ
な
い
話
術
も
学
ん

で
い
ま
す
。
お
客
様
か
ら
『
一
緒
に
観
光
で

き
て
良
か
っ
た
～
』
と
言
わ
れ
る
の
が
一
番

嬉
し
い
」
と
代
表
の
石
田
氏
は
話
す
。

　
ガ
イ
ド
を
す
る
に
あ
た
っ
て
気
を
付
け
て

い
る
事
は
？
の
問
い
に

「
ズ
バ
リ
、
長
い
説
明
は
慎つ
つ
しむ
」
事
だ
と
か
。

こ
ん
な
に
便
利
で
楽
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
な
い
手
は
な
い
。

●
『
お
手
軽
短
時
間（
２
時
間
）コ
ー
ス
』か
ら

●�

『
と
こ
と
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
お
好
み
コ
ー
ス
』

ま
で
全
16
コ
ー
ス
あ
り
〈
飛
鳥
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
コ
ー
ス
参
照
〉

R e s t a u r a n t  i n t r o d u c t i o n

　
駅
前
で
作
業
し
て
い
る

と
「
道
の
駅
は
ど
こ
で
す

か
？
」
と
聞
か
れ
る
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　
多お
お
か
た方
の
道
の
駅
っ
て
、

ド
ラ
イ
ブ
沿
道
に
あ
り
、
ご
当
地
グ
ル
メ
を

満
喫
し
、
温
泉
や
博
物
館
ま
で
併
設
さ
れ
た

テ
ー
マ
パ
ー
ク
み
た
い
な
滞
在
型
が
人
気
で

す
。
し
か
し
、
明
日
香
の
道
の
駅
は
既
存
の

施
設
を
利
用
。
唯
一
、
ト
イ
レ
が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。
駐
車
場
は
そ
ん
な
に
広
く
な
い
し
、

車
中
泊
も
禁
止
。
駅
前
な
の
で
悪
質
駐
車
も

心
配
に
な
り
ま
す
。

　
正
直
、「
な
ん
で
こ
こ
に
…
」
っ
て
思
い

ま
し
た
。
で
も
今
回
、
道
の
駅
に
関
わ
る

人
達
を
取
材
し
て
「
否
定
ば
か
り
し
て
ご

め
ん
な
さ
い
」
と
反
省
。

　
迎
え
る
側
か
ら
、
来
村
さ
れ
る
方
々
へ

の
お
も
て
な
し
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
た

か
ら
…

　
応
援
し
ま
す
。

　

新
た
な
挑
戦
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
す
。

　
編
集
後
記

近
鉄
飛
鳥
駅
　
降
り
た
ら
そ
こ
が
！

　
　
　『
道
の
駅
　
飛
鳥
』

◆電　話：0744-54-4351	 ◆住　所：明日香村越11-6
◆時　間：11:00～18:00（夜は予約制）	 　　　　　（近鉄飛鳥駅前ロータリー内）
◆休　み：木曜	 ◆駐車場：あり（道の駅	飛鳥）
◆席　数：60席

《メニュー》
・うどん定食	 ￥730	 ・ちゃんこ定食	 ￥1,300
・親子丼（ミニうどん付）	 ￥700	 ・天丼（ミニうどん付）	 ￥900
※各種うどん・そば・定食・一品料理あり

お問合せ　（一社）飛鳥観光協会　☎０７４４（54）３２４０　URL:http://asukakyo.jp

◆電話：0744-54-3240　　◆住所：明日香村越6-3
◆時間：8:30～18:00　　　　（近鉄飛鳥駅下車すぐ）
◆休み：年中無休
◆駐車場：あり（大型4台・小型46台・身障者用2台）

最
初
の
本
格
的
寺
院
「
飛
鳥
寺
」
を
訪
れ
、
静
粛

な
雰
囲
気
が
漂
う
本
尊
飛
鳥
大
仏
に
頭
を
垂
れ
合

掌
！
心
が
和
む
の
を
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。

　
次
に
高
松
塚
古
墳
と
壁
画
館
へ
。
壁
画
は
昭

和
47
年
に
発
見
さ
れ
国
宝
指
定
と
な
り
、
石
槨

内
部
の
模
型
と
壁
画
の
忠
実
な
模
写
・
模
造
の

四
神
図
・
日
像
・
月
像
、
人
物
群
像
な
ど
発
見

当
初
の
極
彩
色
壁
画
で
、
ど
の
壁
画
も
実
に
繊

細
に
書
か
れ
て
い
て
び
っ
く
り
。
特
に
『
飛
鳥

美
人
』
に
は
魅
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
キ
ト
ラ
古
墳
（
国
重
要
文
化
財
）

と
四
神
の
館
へ
。
キ
ト
ラ
古
墳
の
石
室
内
の
南

壁
画
「
朱
雀
図
」
な
ど
四
神
、
十
二
支
、
天
文

図
、
出
土
品
展
示
が
あ
り
古
代
飛
鳥
を
学
び
楽

し
み
ま
し
た
。

　
他
に
も
石
舞
台
古
墳
、
聖
徳
太
子
生
誕
の
地

と
さ
れ
る
橘
寺
、
な
ど
な
ど
…

　
一
日
の
ん
び
り
、
日
本
の
国
の
は
じ
ま
り
・

日
本
の
文
化
が
誕
生
し
た
地
と
言
わ
れ
、
豊
か

な
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
明
日
香
村
で
飛
鳥
時
代
を

「
飛
鳥
観
光
協
会

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」

さ
ぁ
、
飛
鳥
時
代
に
出
掛
け
よ
う
。
観
光
で
お
も
て
な
し

飛
鳥
総
合
案
内
所「
飛
鳥
び
と
の
館
」

観光パンフレットの棚。
店内は飲食もOK。自由に利
用できるのは嬉しい限り。

明日香に着かれたら、
出発から帰られるま
で、最高のおもてな
しをさせていただき
ます（^ ̬^ ）

駅長　小野智貴氏（39才）

村内生産にこだわった商品の
数々。お土産にいかが？

小回りのきく電気自動車「MICHIMO」
で明日香を散策しよう。
観光ナビ（タブレット）搭載

＜ご予約＞
　☎0744-33-9090
　http://michimo.jp

代表　石田誠克氏（70才）と聖徳中学校
「郷土学習クラブ」の皆さん。
学校でもボランティアガイドと共に勉強会
が行われている。飛鳥宮跡で説明するボランティアガイド

手打ちうどん・ちゃんこ鍋

与左衛門

特大キツネうどん　￥600
ふわっふわのお揚げさんはインパク
ト大で食べ応えも充分

店長の小東照秋さん（58才）と
ちゃんこ番の島田正寿さん（69才）。

私
と
飛
鳥

観

　

第
８
回
凧
揚
げ
大
会 

実
施

　
去
る
１
月
20
日
（
日
）「
第
８
回
凧
揚
げ

大
会
」
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
小
雨
が
ち
ら

つ
く
な
か
５
歳
か
ら
12
歳
の
児
童
と
保
護

者
ら
約
30
人
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
干
支
「
亥
」
を
テ
ー
マ
に
六

角
た
こ
を
制
作
。
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い

思
い
の
イ
ノ
シ
シ
を
デ
ザ
イ
ン
。
そ
の
後
、

竹
ひ
ご
を
付
け
、
た
こ
糸
を
結
び
、
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
な
ど
保
護
者
や
飛
鳥
応
援
大

使
の
メ
ン
バ
ー
ら
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き

な
が
ら
約
２
時
間
か
け
て
、
凧
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
国
営
飛
鳥
歴

史
公
園
石
舞
台
地
区
芝
生
広
場
に
移
動
し
、

凧
揚
げ
を
す
る
予
定
で
し
た
が
、
あ
い
に

く
の
雨
天
だ
っ
た
た
め
、
室
内
で
デ
ザ
イ
ン

審
査
。
表
彰
者
に
は
明
日
香
村
の
特
産
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
凧
揚
げ
は
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
子
ど
も
も
大
人
も
夢
中
に
な
っ

て
楽
し
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。

堪
能
し
ま
し
た
。

　

明
日
香
村
は
、

私
が
再
び
訪
れ
た

い
観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
一
つ
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
、日
々

の
忙
し
い
雑
踏
か

ら
離
れ
て
、
の
ど

か
で
静
か
な
趣
の

あ
る
明
日
香
村
を

歩
い
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
！

　
私
が
住
む
御み
よ
た
代
田
町
に
も
、
縄
文
時
代
の
国

重
要
文
化
財
『
焼
町
土
器
』
を
展
示
し
た
浅
間

縄
文
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
、
甲
賀
三
郎
伝
説
に
ま

つ
わ
る
45
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
龍
が
舞
う
『
龍

神
ま
つ
り
』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ご
来
町
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

長
野
県
御
代
田
町
教
育
委
員
会

公
民
館
長　
清
水　
成
信

イ
ベ
ン
ト
紹
介

明
日
香
村
に
魅
せ
ら
れ
て

新子		信子


